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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年5月24日(2018.5.24)

【公表番号】特表2016-508821(P2016-508821A)
【公表日】平成28年3月24日(2016.3.24)
【年通号数】公開・登録公報2016-018
【出願番号】特願2015-561355(P2015-561355)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   2/16     (2006.01)
【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年4月6日(2018.4.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　ある特定の実装形態では、プランジャ先端部チャンバは、第１のプランジャ先端部のプ
ランジャとの整列と、第２のプランジャ先端部のプランジャとの整列との間で交互に切り
替わるように適合されてもよい。プランジャ先端部チャンバは、例えば、第１のプランジ
ャ先端部をプランジャと、第２のプランジャ先端部をプランジャと、交互に整列させるた
めに、横方向に移動可能であることによって、どちらのプランジャ先端部がプランジャと
整列するかを変更し得る。プランジャ先端部チャンバは、例えば、第１のプランジャ先端
部及び第２のプランジャ先端部を保持し、プランジャ先端部チャンバ内を横方向に移動し
て、第１のプランジャ先端部及び第２のプランジャ先端部を交互にプランジャと整列させ
るように適合されるカセットを含む。特定の実装形態では、カセットは、第１のプランジ
ャ先端部がプランジャと整列する第１の位置中に固定され、第２のプランジャ先端部がプ
ランジャと整列する第２の位置に固定されるように適合され得る。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　特定の実装形態では、どちらのプランジャ先端部が長手方向の軸線と整列するかを変更
することは、第１のプランジャ先端部を、長手方向の軸線と整列している状態から、横方
向に移動させて、第２のプランジャ先端部を長手方向の軸線と整列させることを含み得る
。第１のプランジャ先端部を、長手方向の軸線と整列している状態から横方向に移動させ
て、第２のプランジャ先端部を長手方向の軸線と整列させることは、例えば、プランジャ
先端部を保持するように適合されたカセットを横方向に移動させることを含んでもよい。
本過程はまた、カセットを、第２のプランジャ先端部が長手方向の軸線と整列する位置で
固定することを更に含んでもよい。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００２４】
　プランジャ先端部チャンバ１４０は、第１のプランジャ先端部１８０及び第２のプラン
ジャ先端部１９０を保持するカセット１４２を含む。カセット１４２は、長手方向の軸線
１２１に対して横方向に移動可能である。カセット１４２を移動させるために、カセット
１４２は、筐体１２０の外側に延在するつまみ１４４を含む。つまみ１４４を押すことに
より、カセット１４２を横方向に移動させることができる（例えば、滑動させることによ
り）。カセット１４２はまた、第１のプランジャ先端部１８０がレンズチャンバ１５０に
向かって移動するときに圧縮される、バネ１４６も含む。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　次に、ユーザは、つまみ１４４を従事させ、長手方向の軸線１２１に対して横方向にカ
セット１４２を移動させ得る。この移動によって、第１のプランジャ先端部１８０がプラ
ンジャ１１０から離脱する。故に、第１のプランジャ先端部は、もはや長手方向の軸線１
２１と整列していない。移動はまた、図４で最も分かり易く見られる通り、第２のプラン
ジャ先端部１９０を長手方向の軸線１２１と整列させる。一部の実装形態では、爪及び／
またはロックを使用して、プランジャ先端部チャンバ１４０内のカセット１４２の移動を
制御し得る。例えば、カセット１４２は、プランジャ先端部チャンバ１４０の部分を係合
（例えば、それに当接）して、その運動を停止させてもよい。別の例として、カセット１
４２は、プランジャ先端部チャンバ１４０の壁部に凹ませた１つ以上の開口部を係合する
バネ様部材（例えば、アーム及び／または戻り止め）を含んでもよい。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　過程８００は、加えて、第１のプランジャ先端部からの離脱も指示する（動作８２４）
。脱離は、例えば、第１のプランジャ先端部を長手方向の軸線に対して横方向に移動させ
ることによって遂行されてもよい。故に、第１のプランジャ先端部は、もはや長手方向の
軸線と整列していなくてもよい。プランジャチャンバ中のカセットは、例えば、第１のプ
ランジャ先端部を保持し、カセットの移動によって、第１のプランジャ先端部は横方向に
移動する。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　過程８００はまた、長手方向の軸線との第２のプランジャ先端部の整列も指示する（動
作８２８）。第２のプランジャ先端部の整列は、例えば、第２のプランジャ先端部を保持
するカセットを横方向に移動させて、長手方向の軸線と整列させることによって遂行され
てもよい。
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